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催芽前の種子の状態催芽後の種子の状態
（％）（％）

ふさおとめ

浸種期間の温度

浸種場所（℃）

コシヒカリ

１０℃１０日区１０℃１０日区 }ＩトＩ

3２

5℃２１日区5℃２１日区 －ー

出芽率
（％）

…一胃・寧号圃宰目宇野四一孫鱗へ

5℃１４日区 ’5℃１４日区

Ⅳ 考察

5℃１０日区

５℃7111兆

5℃１０日区 Ｉ岸'一

写真２室内無加温浸種(平均温度7℃）
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腐敗率(％）
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第１O図浸種条件と発芽試験７日目における腐敗率

注)図中の横棒は標準偏差（ｎ＝４）を示す

第１表漫種条件が育苗時の出芽率に及ぼす影響

５℃浸種では、第１０図に示したように発芽試験７日目

における腐敗率が全体的に高く、浸種期間が長くなると

増加する傾向が認められた。

４．浸種水温が稚苗育苗の出芽に及ぼす影響（試験４）

結果を第１表と写真１、写真２に示した。

育苗器内（平均温度１３．０℃、最低10.6℃、最高16.4

℃）で浸種した場合、ハト胸率は、浸種後では1.9％、

催芽後では80.7％であり、播種７日後の出芽率は84.1％

であった。室内無加温（平均温度7.0℃、岐低－１．３℃、

最高19.7℃）で浸種した場合、ハト胸率は、浸種後では

０％、催芽後では31％、播種７日後の出芽率は58％であ

った。
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12.5

20.7

０．０

1０．６

－１．３

本試験では、慣行の機械生産体系種子は低温浸種後の

発芽率が劣り、浸種期間が長くなるほど発芽率が低下す

ることを確認した。機械作業工程において籾が損傷し、

浸種における低温環境が加わることによって発芽率の低

下が助長されたと思われる。また、収種、乾燥並びに調

製の過程で機械作業が多くなるほど低温浸種後の発芽率

が低下することを明らかにした。このことは、生産方法

や機械の部分的な改良によって、低温浸種後の発芽率を

向上させる可能性があることを示唆している。機械作業

工程における籾の損傷について、井上ら（1982）は、．

1３．０

７．０

写真１育苗器内浸種(平均温度13℃）

最高最低平均ハト胸甲割無ハト胸甲割無
1.9

0.0

0.0

育苗器
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注１）出芽の定義は播種７日後に覆土から不完全葉が抽出しているものとした
２）品種は「ふさおとめ」。播種は2005年２月１８日
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ンパイン収穫では収穫時種子含水率が高いほど損傷が多

くなるとしており、発芽率の向上を図る方法として種子

生産者が籾の水分に留意して収穫することが必要であろ

う。

天候不良等の原因で生産量が少なくなった場合、15℃

以下で貯蔵された前々年産種子、いわゆる「低温貯蔵種

子」が利用される場合がある。貯蔵種子の浸種について、

佐藤ら（2003）は1年以上貯蔵した種子は５℃浸種では

発芽率の低下がみられるため浸種温度は10～15℃とする

必要があるとしている。

前々年産種子の低温浸種後の発芽率は、手作業種子で

は高かったが、機械生産種子では貯蔵期間が長くなると

より大きく低下した。これは、機械作業によって籾が受

けた損傷により、発芽不良を引き起こす何らかの原因が

貯蔵期間中に増大したことを示していた。また、前々年

産機械生産種子の低温浸種後の発芽率低下は「ふさおと

め」で顕著であった。この結果が「ふさおとめ」の品種

特性であるかについてはさらに検討が必要であるが、浸

種水温を１０～１５℃とすることで、発芽率の改善は図れる

と考えられる。

次に、機械生産種子について、浸種水温、浸種期間と

浸種中の芽の動き、浸種後の発芽率から、積算温度１００

℃の妥当性について考察する。

浸種は水温が高いと浸種中に芽が動き出し、催芽後の

出芽不揃いの原因となる。また幼芽が長くなると機械播

種に不適となるため、浸種中はむしろ芽が動かない方が

好ましい。試験３では、「コシヒカリ」、「ふさおとめ」

共に１０℃浸種では積算140℃となる１４日間浸種において

はハト胸状態にまで至る種子はみられなかったが、15℃

で浸種した場合、積算105℃となる浸種７日目頃から幼

芽の伸長がみられた。また、山本ら（1986）の報告では、

「コシヒカリ」の浸種温度を12.5℃とした場合、１５日間

浸種(積算187.5℃）でも幼芽は伸長していない。よって、

比較的高い温度で浸種を続けると幼芽の伸長が始まると

思われ､15℃では７日間程度が好適であると考えられる。

次に、浸種後の発芽率について、試験３では、積算温

度が同じ１００℃であっても浸種温度の高い方が４日目発

芽率は高かった。また、積算140℃となる１０℃１４日間浸

種区よりも積算105℃の15℃７日浸種区の方が浸種後の

発芽率が高くなった。このことから、発芽率は、浸種中

の積算温度が同じであれば良好になるのではなく、浸種

温度そのものが強く影響していると考えられる。

植物の開花や結実、休眠の消長や害虫の発生予測等に

使われる指標である「積算温度」は、多くの場合、ある

温度以上を有効温度としてとらえて積算している。

水稲種子の浸種においては、積算温度を１００℃として

3３

いるものの、種子内で発芽の準備が開始される温度、す

なわち有効温度が設定されていない。すなわち、一般の

生産者が温度と日数の積から算出された積算温度をその

まま目安とした事が問題であったと考えられる。

「コシヒカリ」、「ふさおとめ」両品種ともに80％以上

の４日目発芽率が得られる浸種条件は､15℃では７日間、

１０℃では10～１４日間であり、通常言われている領算温度

１００℃はその範囲内に入る。しかし、１０℃未満の水温の

場合、日数との積によって得られた積算温度１００℃では、

むしろ日数の延長に伴って腐敗率が高くなり出芽率が低

下している。したがって、１０℃という下限を設け、この

温度以上を有効とした積算温度１００℃の基準を示すこと

で、発芽不良の問題は軽減されると考えられる。

以上のことから、機械生産種子、及び貯蔵種子は低温

浸種後の発芽率が低下するが、低温期に浸種する場合、

育苗器等を利用して水温１０～15℃の範囲内の水温を確保

し、積算温度100℃を目安とすれば、出芽率の改善が図

れると思われる。

Ｖ摘要

低温期の育苗における出芽不良の原因を明らかにする

ため、低温浸種が機械生産種子の発芽に及ぼす影響、及

び機械生産種子の適切な浸種条件について検討した。

１．収種・乾燥・調製作業を機械作業で行った種子は手

作業で行った種子よりも低温浸種後の発芽率は低く、

また、機械作業の割合が多いほど低温浸種後の発芽率

は低下した。

２．機械生産種子に適切な浸種温度及び日数は、１５℃で

は浸種中に芽が伸び始める前の７日間程度、１０℃では

浸種期間7～１４日であった。

３．浸種温度5℃では発芽率は低く、浸種期間が長くな

るとさらに低下した。

４．積算温度１００℃という基準は、水温10～15℃の範囲

内で適用できると考えられた。
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TheMethodofSoakingofRiceSeedswhichwasProduced

withMachines,intheLowTemperaturePeriod

TatsuyaHIRAI,KiyoshiWADA*',KouichiSAITo

Keywords：seedsoaking,accumulativetemperature,establishmentofseedling，

machineproduction,lowtemperaturestorageseed

Sｕｍｍｏｒｙ

Weexaminedtheinfluenceofseedsoakinginlowtemperaturewaterongerminationofriceseeds

whichwasproducedwithmachines，ｔｏｃｌａｒ町acauseofthepoorbudding，andtheappropriate

soakingconditionininthelowtemperatureperiod、

１．Ａsfbrtheseedswhichperfbrmedacrop，drying，preparationworkbymachineworkhaslower

germinationratethanmanuallaborpreparationseedsaftersoakinginlowtemperaturewater・In

addition，thegerminationrateaftersoakinginlowtemperaturewaterfbllsothataratioofthe

machineworkrose、

２．Thetemperatureandtheperiodofseedsoakingsuitablefbrseedswhichwasproducedwith

machineswere7-14daysatlOdegreesCelsius,７daysatl5degreesCelsius、

３．Thegerminationratewaslowafterseedsoakingat5degreesCelsius，ａｎｄｆｅｌｌｓｏｔｈａｔａｓｅｅｄ

soakingperiodbecamelon９．

４．１twasthoughtthatthestandardofaccumulatedtemperaturelOOdegreesCelsiuscouldapplyto

itwithinwatertemperaturel０．１５degreesCelsius．

*lPresentAdress：July,２００６Resignation

３４


